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助言・指導
専門家紹介等

ひょうご産業活性化センター 
（異業種連携相談室） 

 

適切な専門家をコーディネート 
 

❶交流グループの運営に関する総合的な助言 

ファシリテーター、経営コンサルタント、 

中小企業診断士等 

❷個別の交流テーマに関する専門的な助言 

IT アドバイザー、デザイナー、マーケティ

ングプランナー、広報アドバイザー等 

 

等 

中小企業診断士等 

T アドバイザー、デザイナー

マーケティングプランナー、広報アドバイザー等 

 

(運営)相談 

専門家依頼 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【異業種連携アドバイザー】 
兵庫県に縁があり各界で活躍する経験豊富な経営者・学識者に異業種連携アドバイザー

として就任いただき、事業全体へのアドバイスのほか、グループからの相談に対し必要に
応じて助言を受けてきました。 （アドバイザーの推移は関連資料Ｐ13 を参照） 

＜令和６年２月現在＞ 

 

区分 氏名 所属・職 

総合アドバイザー 村元 四郎 ひょうご産業活性化センター総括コーディネーター 

個別分野 

アドバイザー 

尾野 俊二 ㈱みなと銀行特別顧問 

河崎 克彦 Katsu NewYork 代表 

北村 新三 神戸大学名誉教授 

高田  恵太郎 ファッションプロデューサー 

田中 信吾 日本ジャバラ㈱代表取締役 

長田  庄太郎 長田通商㈱代表取締役会長 

山中 勧     ㈱伍魚福代表取締役社長 

由利 佳一郎 ㈱ケィ・ディアー代表取締役社長 

 兵 庫 県 
（産業労働部） 

連携 

主宰（事務局） 

補助 

助言・指導 相談・助言 補助 

 
 

参画 

参画 

 
異業種交流活性化支援会議 

 
各グループの交流テーマに応じて必要
な情報提供や最適な支援方策等の検討
を実施 

異業種交流 

グループ 
異業種交流 

グループ 

相談・助言 

新商品開発 新技術開発 

異業種交流グループ 

支援チーム 

 

助言・指導 

専門家紹介等 

各商工会議所、商工会等の会員企業および 

ひょうご産業活性化センターの関係企業を 

中心とした自主的な異業種交流グループ 

商工会議所連合会､商工会連合会､
兵庫工業会、中小企業団体中央会等 

 

参画 

異業種連携アドバイザー  
（経験豊富な経営者・学識者） 
・総合アドバイザー１～３名  
・個別分野アドバイザー８～９名 

 

（４）「異業種交流活性化支援事業」の仕組み         

 

【既存相談窓口】 

中小企業支援ネットひょうご 

兵庫県立工業技術センター総合相談窓口（ハローテクノ） 

異業種連携を生み出す 

交流の場の提供 

 
異業種連携を生み出す 

交流の場の提供 

 



 

 

 

3 ひょうご産業活性化センターによる支援内容

異業種交流活性化支援会議の開催1

異業種交流のすゝめミーティングの開催2

「国際フロンティア産業メッセ」への出展支援3

　　　4　　ひょうご産業活性化センターによる支援内容



  

  

  

  

  

  

  

  

  

課題解決セミナーの開催4

異業種連携アドバイザー現地巡回訪問指導の実施5

活動事例集の作成・配布及びホームページ等での情報発信6

ひょうご産業活性化センターによる支援内容　　5　　　

  （３）「国際フロンティア産業メッセ」への出展支援 

  （３）「国際フロンティア産業メッセ」への出展支援 

  （３）「国際フロンティア産業メッセ」への出展支援 

 
 
 
商品開発や販路開拓など、異業種交流グループが共通して抱える課題をテーマとして、異業種
交流成功のための実践的なヒントを分かりやすく解説する課題解決セミナーを開催しました。 
また、新型コロナウイルス拡大が懸念された令和２年度から４年度を除き、セミナー後に個別
相談会を併せて実施しました。  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  異業種連携総合アドバイザー等が異業種交流グループの活動の現場を直接視察し、グループメ
ンバーとの意見交換等を通じて、活動を成功に導くための実践的なアドバイスなど、より具体的
できめ細かな助言や指導を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇 啓発冊子 

   「新しい異業種交流のすゝめ」の作成・配布      
 
現在活動中の異業種交流グループや、今後、活動を始めようとする中
小企業や個人事業者等の道しるべとなるよう、異業種交流の考え方や活
動の進め方のヒント、具体的な実践事例を紹介する「新しい異業種交流
のすゝめ」を作成・配布しました。 

  ＜初版（平成 26 年度発行）から８訂版（令和３年度発行）まで作成＞ 
 
〇 ホームページによる情報発信 

 
異業種交流グループの活動内容をセンタ―のホームページに掲載し、広く情報発信を行いま
した。なお、トップページに専用バナーを設けました。 

 
 〇 メールによる情報提供 
 
   コロナ禍により対面での情報収集の機会が少なくなったことを踏まえ、各異業種交流グルー
プ向けに、商品開発や販路拡大に有益なセミナー・イベントの開催情報などを、タイムリーにメ
ールで提供しました。＜令和３年度 27 回、令和４年度 22回、令和５年度 14 回（1月現在）＞ 

対 象

2023 年 2 月 21 日 ( 火 ) 14 : 00 ～ 15 : 30日 時

形 式 オンラインセミナー （Webex Meetings ）

今年度も県下各地域で異業種交流グループがさまざまなテーマで活動しています。
「マーケットインの視点からどのようにしてアイデアを生み出し、新しいビジネスを実現していく
べきか。」こうした課題に応え、異業種交流の進め方や商品化、ブランド化、情報発信などにつ
いて実践的なヒントをわかりやすく解説するセミナーを開催します。
奮ってご参加ください。

定 員

異業種交流グループのメンバー
商工会議所、商工会等の担当者
異業種交流に関心のある中小企業の方

50名 （先着順）

・株式会社SASI代表取締役
・起業プラザひょうごメインコーディネーター
・宝塚商工会議所役員・常議員
・ひょうご産業活性化センター専門家派遣事業
専門家

【講師紹介】
西日本を中心に100社を超える中小企業のブランド戦略に携わる。
アイデンティティデザインという独自手法で、中小企業の価値を引き出す「デザイン経営」のサポート
を行い、中小企業だからできる新たなデザイン経営を実践し続けている。
さらに、中小企業のデザイン視点を広げるためのプラットフォームとして、カフェを通じたデザイン経
営支援を行う株式会社DtoDを起業する。

異業種交流グループ
課題解決セミナー

参加費 無 料

申込方法
下記URLまたはQRコードからお申込みください

※ 複数名でご参加の場合は、お１人様ずつの入力をお願いします

https://forms.gle/cuBvNG9xxPfFpu1y5

2023年2月14日（火）

お問合せ先 (公財)ひょうご産業活性化センター 異業種連携相談室
TEL ： 078-977-9073 E-mail ： igyo@staff.hyogo -iic.ne.jp

申込締切

申込サイト・QRコード

講 演

講師 ： 近藤 清人 氏

『アイデンティティ（内発的動機）から始まる
デザイン経営』

（４）課題解決セミナーの開催 

（５）異業種連携アドバイザー現地巡回訪問指導の実施 

（６）活動事例集の作成・配布及びホームページ等での情報発信 



4 新規採択件数の推移

　　　6　　新規採択件数の推移

支援団体名 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 小計 支援団体合計

神戸 3 1 1 2 1 8

尼崎 2 1 2 2 2 2 2 1 1 15

西宮 2 2 2 1 2 1 10

伊丹 1 1

宝塚 2 3 1 2 1 2 1 12

明石 1 2 3 1 7

加古川 1 1 1 1 4

高砂 2 3 5

三木 1 1 1 1 1 1 6

西脇 1 1 1 3

小野 2 1 3

加西 1 1

姫路 3 2 1 3 2 11

相生 2 1 3

龍野 1 1 2

赤穂 1 1 2

豊岡 1 1 2

洲本 2 1 2 2 1 1 9

商工会議所小計 21 10 17 12 15 6 9 10 4 104

芦屋市 1 1 2 4

川西市 1 1 2

三田市 1 1 2

猪名川町 1 1

吉川町 1 1 2

加東市 1 1

多可町 1 1 2

稲美町 1 1 2

播磨町 1 1 2

姫路市 1 1 1 1 4

神河町 1 1 2

市川町 2 2 1 1 6

福崎町 1 1 1 3

たつの市 1 2 2 5

太子町 1 1

上郡町 1 1 1 3

佐用町 1 2 2 1 6

宍粟市 1 2 2 5

豊岡市 1 1 3 1 1 7

香美町 1 1 2

新温泉町 2 1 1 4

養父市 1 1 1 3

朝来市 1 1 2

丹波市 1 1 2

丹波篠山市 1 1 1 1 1 5

淡路市 3 1 1 1 2 1 3 1 13

五色町 1 1 2

南あわじ市 1 2 2 1 1 1 8

商工会小計 14 18 15 17 10 15 5 5 2 101

2 4 3 5 2 4 4 24

4 4 3 4 2 1 2 20

3 4 4 4 2 17

4 1 5

41 36 38 41 33 26 28 18 10

ひょうご産業活性化ｾﾝﾀｰ

年度採択合計数

４　新規採択件数の推移

総合計数    271件

＜異業種交流活性化支援事業（平成26年度～令和４年度）採択件数集計表＞

104

101

 (注) 当初の支援団体は、兵庫県商工会議所連合会（各商工会議所）、兵庫県商工会連合会（各商工会）、兵庫工業会及び兵庫県工業技術振
興会（事務局：兵庫県立工業技術センター）。平成29年度からは兵庫県中小企業団体中央会が加わり、令和２年度から令和４年度までは（新
規採択は令和３年度まで）ひょうご産業活性化センターも直接の支援団体となっている。

10年間の新規採択件数の総合計は271件に及んでいます。

商
工
会
議
所

商
　
工
　
会

兵庫工業会

兵庫県工業技術振興協議会

兵庫県中小企業団体中央会
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5 異業種交流グループのアンケート調査結果

異業種交流グループのアンケート調査結果　　7　　　

テーマ・目標の達成度1
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　　　8　　異業種交流グループのアンケート調査結果
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異業種交流活動の評価2
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6 異業種交流グループの活動概要

企業内起業家空間を活用したクラフトビールの開発：高砂商工会議所支援
グループ名：LINC プロジェクト （R３～ R４支援）1

小型熱電対溶接機の開発と販路拡大：兵庫工業会支援
グループ名：くすのき会分科会 （H26～ H27 支援）2

地産特産品のもち麦を使用した新商品開発：兵庫県中小企業団体中央会支援
グループ名：ひょうごもち麦プロジェクト（R３～ R４支援）3

異業種交流グループの活動概要　　9　　　



 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

漢字の部首キャラクターのコンテンツビジネス開発：ひょうご産業活性化センター支援
グループ名：かんむりひめプロジェクト （R２～ R３支援）4

地元素材「酒粕」「くすのき」を使った新商品開発：宝塚商工会議所支援
グループ名：自然をちからに （H30～ R３支援）5

帋屋 [kamiya]―県産紙素材によるペーパーバッグ：明石商工会議所支援
グループ名：帋屋製作委員会 （H28～ R元支援）6

共同で行う「made in Ichikawa 」ゴルフクラブの開発：市川町商工会支援
グループ名：オリジナルゴルフクラブ開発委員会 （R３～ R４支援）7

　　　10　　異業種交流グループの活動概要



 

 

 

 
   

 

淡路産藍染×就職困難者による地場産業の創出：淡路市商工会支援
グループ名：淡藍結 （R３～ R４支援）8

建築端材を活用した新たな商品開発への取組：淡路市商工会支援
グループ名：ひがしうらBuilder's （R４支援）9

フードロスの淡路島食材を使用した商品開発と販路開拓：南あわじ市商工会支援
グループ名：南あわじ TEN TEN TEN （R元～ R４支援）10

異業種交流グループの活動概要　　11　　　

 

    
（９）建築端材を活用した新たな商品開発への取組：淡路市商工会支援 

グループ名：ひがしうら Builder’s （R４支援） 
 

 
・木質廃棄物の再利用が二酸化炭素排出量削減の観点からも注目されている 

中、メンバーの材木店でも毎年２トン車で平均 20 台近くの端材があるこ 

とから、地元の小学校や老人会に工作用の材料として提供してきた。 

・廃棄する端材を活用したキャンプグッズなどの商品開発に取り組んだ。 

・同材木店の敷地内にある倉庫を改装して、シェア工房を開設し、木工・家          

具・彫刻等の職人の育成に注力していく。 

・授業の材料として、工業高校への廃材の無償提供に加え、県立ものづくり 

大学校への提供も調整している。 
 

＜異業種交流メンバー＞（株）来田材木店、Jimuya101、（有）メンタルサポートサービス、井筒屋 
（有）宮田電気設備、（株）エコリカル 
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異業種交流活性化支援事業アドバイザー 一覧
平成26年度～令和5年度　 
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　　　14　　令和4年度採択案件一覧



令和3年度採択案件一覧
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　　　16　　令和2年度採択案件一覧



令和2年度採択案件一覧　　17　　　



令和元年度採択案件一覧

　　　18　　平成元年度採択案件一覧



令和元年度採択案件一覧　　19　　　



平成30年度採択案件一覧

　　　20　　平成30年度採択案件一覧



平成30年度採択案件一覧　　21　　　

 

    
（９）建築端材を活用した新たな商品開発への取組：淡路市商工会支援 

グループ名：ひがしうら Builder’s （R４支援） 
 

 
・木質廃棄物の再利用が二酸化炭素排出量削減の観点からも注目されている 

中、メンバーの材木店でも毎年２トン車で平均 20 台近くの端材があるこ 

とから、地元の小学校や老人会に工作用の材料として提供してきた。 

・廃棄する端材を活用したキャンプグッズなどの商品開発に取り組んだ。 

・同材木店の敷地内にある倉庫を改装して、シェア工房を開設し、木工・家          

具・彫刻等の職人の育成に注力していく。 

・授業の材料として、工業高校への廃材の無償提供に加え、県立ものづくり 

大学校への提供も調整している。 
 

＜異業種交流メンバー＞（株）来田材木店、Jimuya101、（有）メンタルサポートサービス、井筒屋 
（有）宮田電気設備、（株）エコリカル 
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アンケート調査結果
異業種交流グループ（令和３～４年度活動）の

テーマ・目標の達成度1
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異業種グループの運営方法2
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異業種交流を通じた波及効果として、「メンバー間の新たな取引関係」「メンバー間のノウハウ提供」「メンバー企業の
能力向上や人材育成」は昨年度に比べて増加した一方、「メンバー企業や商品・サービス等の知名度・信用力の向上」は
減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

異業種交流活動に対しては、「新商品開発への意識の向上」「ビジネスの視野が拡大」「新たなビジネスパートナーの発

掘」について、高く評価しているグループが多く見られた。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 
 
 

（３）異業種交流を通じた波及成果 

（４）異業種交流活動の評価 
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◆メンバー間の新たな取引関係   

 

◆メンバー間の新商品・新サービスの開発 
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【具体例】 
・今回の異業種グループ事業が、SDGｓの普
及を目指す全国的な賞（岩佐賞）の受賞に繋
がった。 

・業界関連の著名な You Tuber に新商品を紹
介され、メンバー企業の知名度が高まった。 

社
外
の
経
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【具体例】 
・クラウドファンディング活用時のノウハウ
を交換できた。 

・メンバーからの助言により、社内の DX 化
の試みが進んだ。 
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【具体例】 
・メンバー間での意見交換により、新たな取引の開始に繋が
った。 

・メンバーが進める新規事業に他のメンバーが参画すること
になった。 

【具体例】 
・物産展での見せ方など、市場浸透手段を学んだ。 
・製品化されたアイテムが数多く出たことで、メ
ンバーの従業員の意識が高まった。 

・他のメンバーの取り組みを通じて、企業内起業
の重要性を認識した。 

・就職困難者の社会参加意欲の向上に繋がった。 
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る 

◆メンバー企業や商品・サービス 
等の知名度・信用力の向上 

【具体例】 
・メンバーの独自プロジェクトに他のメンバーが取引先を紹
介して新商品開発への連携が進んだ。 

・異業種交流で学んだ技術を使った新商品の開発を検討する
ことになった。 
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に
つ
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る 

◆メンバー間のノウハウ提供 ◆メンバー企業の能力向上や人材育成 

異業種交流を通じた波及成果3

異業種交流活動の評価4
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